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研究成果の概要（和文）：人工内耳装用者を音声言語聴取が良好な言語獲得後失聴群（PostLing群：7名）と言
語獲得前失聴聴覚優位群（PreLing_auditory群：7名）、言語獲得前失聴視覚優位群（PreLing_visual群：9名）
の3群に分け、視聴覚統合タスク時の-150msから-25msのβ帯域のパワーを比較した（音声刺激開始=0ms）。その
結果、Czのβ帯域のパワーはPreLing_visual群で優位に小さい結果となったが、Ozのβ帯域のパワーは
PreLing_visual群で小さい傾向があるものの有意差は認めなかった。

研究成果の概要（英文）： the beta-band power in the EEG between -150 ms and -25 ms of the 
audiovisual integration task (audio stimulus onset = 0 ms) was compared. The results showed that the
 beta band power of Cz was significantly smaller in the PreLing_visual group and the beta band power
 of Oz tended to be smaller in the PreLing_visual group, but not significantly different.

研究分野： 人工内耳
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
先天性難聴を有する人工内耳装用者の中で、人工内耳による聴覚活用が良好で音声言語を用いたコミュニケーシ
ョンが可能なものは、言語獲得後失聴と同様の脳波のパターンを示したのに対し、聴覚活用が不良でコミュニケ
ーションに視覚言語が不可欠な装用者はCzのβバンドパワーが有意に低い結果となった。この結果は先天性難聴
を有する人工内耳装用者の聴覚活用を評価する他覚的検査所見として、Czのβバンドパワーが有用である事が示
唆している。今後、人工内耳装用者ごとに術後のCzにおけるβバンドパワーの経時変化を評価することで、言語
発達との関連を検証すると同時に、適切なリハビリテーション手法の選択に活用できる可能性がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 
先天性難聴は出生 1000 人に 1 人と頻度が高い先天性疾患の一つである。乳幼児の聴覚野では

視覚入力と聴覚入力が拮抗しており、先天性難聴を放置すると cross modal plasticity のために
聴覚野が主に視覚情報を処理するように不可逆的に変化し (Lee et al., 2001) 、これが言語発達
遅滞の原因となる。近年、人工内耳低年齢手術による早期の聴覚補償と、音声言語を主体とした
言語リハビリテーションにより cross modal plasticity を防止し、良好な音声言語の獲得可能と
なった。しかし、これらの人工内耳装用児でも騒音下や多人数の会話ではことばの聞き取りは極
めて困難であり、学校や職場などの実社会で多大な苦労を強いられることが明らかになってき
た。この問題を解決するためには、適切な時期に、適切な視覚活用を併用した視聴覚統合のリハ
ビリテーションが必要となるが、人工内耳に利する視聴覚統合のメカニズムや、その正常発達は
ほとんど明らかになっていない。 
 
２．研究の目的 
人工内耳装用者における視聴覚統合の背景となる脳機能の特徴を明らかにすると共に、人工

内耳装用者の視覚言語依存度と脳機能の関連を明らかにすること。 
 
３．研究の方法 

26 名の健聴者と 25 名の人工内耳装用者を対象とした。健聴者を視聴覚統合による錯覚
が起こる群と（Responder 群：17 名）と起こりにくい群（non-Responder：9 名）の 2 群
に分け、視聴覚統合タスク時の脳波計測結果の差を検討した。一方、人工内耳装用者は全例
が視聴覚統合による錯覚を認めた。この人工内耳装用者を音声言語聴取が良好な言語獲得
後失聴群（PostLing 群：7 名）と言語獲得前失聴聴覚優位群（PreLing_auditory 群：7 名）、
視覚に依存したコミュニケーションを行う言語獲得前失聴視覚優位群（PreLing_visual 群：
9 名）の 3 群に分けて、多チャンネル脳波計を用いて視聴覚統合タスク時の脳機能を計測し
た。 
 
４．研究成果 
聴覚野と視覚野の反応はそれぞれ Cz、Oz での計測に反映されやすいことから、この 2 チ

ャンネルに注目し、θ帯域（4－7Hz）、α帯域（8－13Hz）、β帯域（14－40Hz）のパワー
を比較すると、聴覚刺激の開始（t=0）より前に相当する-150ms から-25ms において Cz、
Oz いずれも non-Responder 群と比較すると Responder 群でβ帯域のパワーが小さい結果
となった。 

 

 
 
一方、人工内耳装用者では、Cz のβ帯域のパワーは PreLing_visual 群で優位に小さい結

果となったが、Oz のβ帯域のパワーは PreLing_visual 群で小さい傾向があるものの有意
差は認めなかった。人工内耳装用者は健聴者よりも視覚を活用する傾向があるが、
PreLing_visual 群は特に視覚に依存して会話を行う傾向がある。本研究の結果から、聴覚
刺激直前における Cz のβ帯域のパワーが、視覚入力が音声言語聴取に影響を及ぼす脳機能



の指標として有用であることが示唆された。 
 

 
 
この結果は、先天性難聴を有する人工内耳装用者の聴覚活用を評価できる他覚的検査所

見として、Cz のβバンドパワーが有用である事が示唆している。今後、人工内耳装用者ご
とに術後の Czにおけるβバンドパワーの経時変化を評価することで、言語発達との関連を
検証すると同時に、適切なリハビリテーション手法の選択に活用できる可能性がある。 
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